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テ
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る
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い
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ん
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囲

の
人

に
け

が
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さ
せ
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が
あ

り
ま

す
。

●
キ

ャ
ス

テ
ィ

ン
グ
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投

げ
る
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、

ス
ト

ッ
パ

ー
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あ
る

機
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で
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ス

ト
ッ

パ
ー

を
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N
に

し
て

投
げ

て
く

だ
さ

い
。

O
F
F
に

し
て

投
げ

る
と

ハ
ン

ド
ル

等
が

逆
転

し
、

手
に

当
た

り
け

が
を

す
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

ス
ト

ッ
パ

ー
の

あ
る

機
種

で
は

、
ス

ト
ッ

パ
ー

を
O

F
F
に

し
て

釣
っ

て
い

る
と

、
ハ

ン
ド

ル
等

が
逆

転
し

、
手

に
当

た
り

け
が

を
す

る
お

そ
れ

が
あ

り
ま

す
。

●
糸

が
勢

い
よ

く
出

て
い

る
時

は
、

糸
に

ふ
れ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

糸
で

指
を

切
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

メ
ッ

キ
や

塗
装

等
の

表
面

処
理

が
剥

が
れ

た
り

、
強

い
衝

撃
等

に
よ

り
素

材
の

表
面

が
鋭

利
に

な
っ

た
場

合
に

は
、

そ
の

部
分

に
触

れ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
け

が
を

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

●
回

転
し

て
い

る
ハ

ン
ド

ル
、
ロ

ー
タ

ー
等

に
は

、
触

れ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
け

が
を

す
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

レ
バ

ー
ブ

レ
ー

キ
付

き
リ

ー
ル

で
は

、
レ

バ
ー

を
操

作
す

る
時

、
指

を
伸

ば
す

と
回

転
し

て
い

る
ロ

ー
タ

ー
に

当
た

り
け

が
を

す
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。

安
全

上
の

ご
注

意
ご

使
用

前
に

必
ず

お
読

み
く

だ
さ

い
。

取
扱

説
明

書

こ
の

た
び

は
シ

マ
ノ

・
エ

ク
ス

セ
ン

ス
LB

 C
3

0
0

0
H

G
M

を
お

買
上

げ
い

た
だ

き
、

ま
こ

と
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す
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シ
マ

ノ
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新
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唱
す

る
S
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と
は

、
S
M

O
O

T
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・
S
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E
N

T
・

S
T
R

O
N

G
の

S
に

信
頼

性
（

R
E
LI

A
N

C
E
）

と
い

う

軸
で

ス
ピ

ニ
ン

グ
リ

ー
ル

の
完

成
度

を
徹

底
追

求
す

る
姿

勢
の

象
徴

で
す

。

エ
ク

ス
セ

ン
ス

LB
 C

3
0

0
0

H
G

M
の

機
能

を
十

分
に

引
き

出
し

、
末

永
く

ご
愛

用
い

た
だ

く
た

め
に

も
、

使
用

前
に

こ

の
取

扱
説

明
書

を
お

読
み

い
た

だ
き

、
リ

ー
ル

同
様

大
切

に
保

存
し

て
く

だ
さ

る
よ

う
お

願
い

申
し

あ
げ

ま
す

。

■ポジティブベール
ベールを開くとカチッというクリック音がして、ベール操作がス
ピーディに正確に行えます。

S-Reliance
コンセプトに基づく機能の数々
SMOOTH･SILENT･STRONG を追求し、 
信頼をお届けするシマノの思想です。

数々の機能・装備

■超軽量スーパーマグネシウム 
ボディ

シマノ独自の特殊表面処理を施すことで海水での使用を可能にし、
超軽量の特長を最大限に引き出しました。
末永くご使用いただくために、「使用後のご注意」「水没時の緊急
措置」「定期メンテナンス」「リールのお取扱い上のご注意」の項
目をよくご覧ください。

■DLCパワーローラー
超低摩擦、高強度コートのDLC（ダイヤモンド・ライク・カーボン）
処理を施したラインローラーがPEラインとの摩擦を軽減し、ラ
インの損傷を最小限に抑えます。

■スーパーシップ
シマノ独自のギア設計と各部の低フリクション化により滑らかで
高効率な巻き上げを可能としたシステム。

■デュアルブレーキレバー
軽量・高耐久の冷間鍛造アルミ合金と、高強度ステンレス材のハ
イブリッドブレーキレバーです。
指の触れるレバー部分にはフィット感・デザイン性に優れた冷間
鍛造アルミマシンカット材を、ボディに内蔵されるアーム部分
には高剛性の極薄ステンレス材を使用しました。また、ボルト 2
本を外すことで簡単に分離することができ、夢屋オリジナルレ
バーへの交換もお客様ご自身で行うことが可能です。

（操作方法は「使用前のご注意」をご覧下さい。）

■エアロラップ（クロスギア） 
システム

スプール上に整然と密にラインを巻き上げることで、ラインの放
出抵抗を減少させ、キャストフィーリングが向上するとともに、
エアロラップシステムの回転効率の良さがリールの回転フィール
を滑らかにします。

■S A-RB　6個内蔵
7個中6個のボールベアリングに、新設計のシールドタイプ
S A-RB（Shielded Anti-Rust Bearing）を採用。従来のA-RB
の側面に防錆素材でシーリングし、塩水の浸入を減少。
A-RB処理によるベアリングの防錆性はもちろん、ベアリング内
部に浸入した塩分の結晶化による“塩噛み”をも減少させ、ソル
トウォーターでの使用をさらに快適なものにしています。

■超々ジュラルミンコールドフォージング 
（冷間鍛造）ドライブギア

超々ジュラルミンをコールドフォージング（冷間鍛造）した高精
度で耐久性に優れたドライブギア。滑らかで心地良いフィーリン
グが持続します。

■ゼロフケテンションレバー
ON にすることにより、ローターの逆転に微小なテンション（ハ
ンドルの自重で逆転しない程度）をかけることができ、不用意な
ローター逆転によるトラブルを軽減します。

（操作方法は「使用前のご注意」をご覧下さい。）

■フローティングシャフト
ハイパワーのポイントとなるフローティングシャフトは、今まで
リール回転時にこすっていたメインシャフトとピニオンギアの摩
擦を大きく軽減しています。

■ウォータープルーフドラグ
微調整が可能で操作性にすぐれたマイクロクリック機構付ウォー
タープルーフドラグです。雨天や潮をかぶるなどの過酷な条件で
もドラグ性能が変化しません。

■ SR ワンピースベール
ベールはステンレス一体成型による、継ぎ目のない形状。冷間鍛
造により硬く傷つきにくい強度を実現しました。また極細形状に
より、ベールオープンの状態からリーリングへの移行時のライン
と金属の摩擦を減らしてラインの滑りを良くし、ライントラブル
が減少しました。

■ SR ガード
衝撃やキズからボディを守ります。

■海水使用 OK

■シャワー洗浄 OK
使用後はシャワーでの洗浄が可能です。
水中には浸けないようにしてください。

■夢屋パーツ取り付け可能

《夢屋タイプ》

※詳細はシマノホームページでご確認ください。

Ｂ-1

スプール

L-1

ブレーキレバー

B

リールスタンドハンドルノブ

A

品番号・部品名をご指定の上、お買い上げの販売店にご注文くださ
い。内部の部品に関しましては、複雑ですのでリール本体ごと修理
に出されることをお薦めします。（例／製品名：ステラ 1000S  商
品コード：02425  製品コード：SD83B012  部品番号：2  部品名：
スプール）

●弊社ではリール、釣竿の補修用性能部品の保有期間を、製造中止後
6 年間としています。性能部品とは、その製品の機能を維持するた
めに必要な部品です。修理対応期間を過ぎた場合は修理をお断りす
ることがございます。性能部品以外は製造中止後 6 年以内でも供給
できない可能性がございます。

●商品コード / 製品コードの位置 
取扱説明書・分解図・パッケージ底面
部もしくは側面部に製品コードの上５
ケタ及び商品コードを表示しています。
又、製品には商品コードを表示してい
ます。

●弊社の製品、部品には全てコードがついています。製品のコードに
つきましては「仕様」に表示しています。また、部品につきまして
は分解図に載せています。製品の性能、スペック等のお問い合せの
際は「仕様」をご覧いただき、製品名と製品コードをお知らせくだ
さい。（例／製品名：ステラ 1000S  製品コード：SD83B012）

●リールのメカニズムの説明には書面で表しにくいことがあります。
手紙でのお問い合せにつきましては、必ずお客様の電話番号をお書
き添えくださるようお願いいたします。

●修理に出されるときには、お買い上げの販売店に現品をお預け願い
ます。その際には必ず、修理箇所、不具合内容を具体的に（例／ストッ
パーが働かない）お知らせください。また、お近くにシマノ商品取
扱店がない場合は、最寄りの営業所へお問い合わせください。修理
品は部品代のほか工賃をいただきますのでご了承ください。商品の
故障等によって生じる他のタックルの破損、紛失、釣行費等は保証
できません。

●ご自分で修理をされる場合の部品や替えスプールのお取り寄せは分
解図をご覧いただき、製品名・商品コードもしくは製品コード・部

商品のお問い合せ・アフターサービスのご案内

■ベアリングの塩噛み
S A-RB（シールド耐塩水ベアリング）はベアリング本体、シー
ルドともに錆びにくい物になっています。しかしシールドはベア
リング内部に塩水が浸入して発生する『塩噛み』を完全に防ぐも
のではありません。
ベアリング内部に塩水が浸入して乾燥すると、塩噛みを起こす場
合があります。錆びている訳ではありませんが、同様に音なり、
ゴロ付き等の症状が出る場合があります。その場合、S A-RB を
取り出して真水で洗い流して塩抜きするか、S A-RB ごと交換し

定期メンテナンス
なければ完全には解消出来ません。メンテナンスをお受けいただ
くことをお勧めします。

■弊社サービスへご依頼下さい。
リールの状態は使用頻度のみならず、使用環境、使用方法、対象
魚等によって大きく変わります。回転時の異音、違和感を感じら
れたら、お買い上げの販売店を通じて直ぐさま弊社サービスへ、
そうでなくとも半年に 1 度はお預けいただくことをおすすめい
たします。

■アルミニウム合金
　コールドフォージング（冷間鍛造）
　AR-Cライトスプール

■ボールベアリング 7 個内蔵
　うち 6 個に S A-RB（Shielded Anti-Rust Bearing）
　1 個に A-RB を採用。

■超軽量 CI4 ローター

■S A-RB内蔵 DLCパワーローラー

■ステンレス AR-Cスプールリング　

■デュアルブレーキレバー

■SRワンピースベール

■バイオフィットグリップ

■ポジティブベール

■ゼロフケテンションレバー

■オイルインジェクション

■エアロラップ（クロスギア）システム

■スーパーマグネシウムボディ

■サイドホールドハンドル
（新設計横折れアルミニウム
　マシンカットネジ込み式ハンドル）

■SRガード

■スーパーシップ
■超々ジュラルミン
　コールドフォージング（冷間鍛造）
　ドライブギア

■EVAラウンド型ハンドルノブ

各部の名称と仕様

ドラグ力
(N/kg)

実用 最大

0.6-440
0.8-300
1-220

1.2-150
1.5-135

S A-RB 6
A-RB 1
（計7）

886.0 245
C3000HGM

02708
5SD99E032

1.5-165
1.7-150
2-130

34.3
/3.5

78.4
/8.0

46.5/
14.5

78.4
/8.0

PE
糸巻量
(号-ｍ)

ボール
ベアリング

数

最大巻上長
(cm/ハンドル

１回転)

ギア
比

自重
(g)

品番
商品コード
製品コード

ナイロン
糸巻量
(号-ｍ)

スプール寸法
(径mm/

ストロークmm)

実用
ブレーキ力
(N/kg)

●標準付属品
取扱説明書・分解図・リール袋・脚保護シート・リールシートス
ペーサー（2枚）・リールレンチ・糸止めシール・スプール調整ワッ
シャ（0.25mm×2、0.5mm×2）

●製品改良のため仕様及びデザインの一部を予告なく変更することが
ありますので、あらかじめご了承ください。

●ボールベアリング 7 個中 6 個には、従来の A-RB をシーリングし塩
分の浸入を減少させ、ソルトウォーターでの使用をより快適にした
S A-RB （Shielded Anti-Rust Bearing）を使用しています。

■CI4ローター
CI4 とは C:Carbon（カーボン）、I:Interfusion（混合）、4: カー
ボン原子の価電子数を略したもの、すなわちカーボン繊維で強化
した新材料の名称です。
シマノは 2003 年からロードレース用自転車パーツの最高峰

『デュラエース』のブレーキブラケットや変速機、また、チタン
と複合したギア部品にカーボン新素材を採用し、その軽さと耐久
性能の実績は高く評価されています。
CI4 は比強度で従来樹脂の約 1.6 倍という非常に高い性能を持っ
ています。今回、この新素材『CI4』を採用する事により大幅な
軽量化に成功しました。

■AR-Cライトスプール
AR-Cライトスプールは今までのスプール形状の常識を覆した画
期的なスプール形状です。今までのスプール形状は飛距離を追求
すれば、『順テーパー形状』が良く、トラブルレスを重視すると『逆
テーパー』が良いとされてきました。この2つのキャスティング
における重要な目的を同時に達成する為に生まれたのが新設計

『AR-Cライトスプール』です。
ご覧のとおりスプール前ツバリングは特殊な形状をしており、こ
の効果によりキャスト時にラインの放出がベストな状態に整えら
れます。この『ライン整流効果』により、飛距離を犠牲にせずに
トラブルレスを達成しているのです。
スプールリングの形状は何万回ものキャス
ティングテストにより確認を行い、キャス
ティングにおけるライン放出の抵抗を減ら
すことと、ライントラブルを減らすことを
理想的に実現した形状になっています。
また、このトラブルレスと飛距離アップを実現するAR-Cスプー
ルを徹底的に軽量化。これによりリール全体の軽量化はもちろん
のこと、キャスタビリティ、リーリング感度も飛躍的に向上して
います。

リールのお取扱い上のご注意

リールは精密部品で構成されていますので、下記の注意事項を
守ってお取り扱いください。

■ご使用上の注意
●リールを使用する竿に取付けてみて、不具合がないか、まず確

認してください。
●根掛かりした時には、竿やリールで無理にあおらないで、手に

タオル等の布切れを巻いて、できるだけ釣場に糸の残らないよ
うに引き寄せて切ってください。

●リールは丁寧に扱ってください。移動時、特に磯渡しの時の放
り投げや、バッグ内での他の道具との接触による破損には十分
ご注意ください。

●砂浜、磯の上で竿を立てるとき、石突きを強く打ち込むとショッ
クでリールの脚部が折れることがありますので、必ずゆっくり
と竿を立ててください。

●砂や水などの侵入を大幅に減少させるシール部品を随所に採用
していますが、防水構造ではありません。

●セーフティーストッパーを ON にした状態で、ハンドルを無理
に逆転しないでください。ギアに大きな負担がかかり、トラブ
ルの原因になります。

●水中でのご使用、およびお手入れには対応していませんので、
水没させないように注意して下さい。（万が一リールが水没し
内部に浸水した場合「水没時の緊急措置」を参照）また、むや
みに分解されますとシール部品が破損したり、その性能を損な
う可能性がありますので充分ご注意ください。

■お手入れの方法
●各部に付着したゴミ、砂などは「使用後のご注意」にしたがって、

お手入れをして下さい。軽い汚れの場合は、真水に浸した柔ら
かい布で、きれいに拭き取って十分乾燥させて下さい。又、シ
ンナー、ベンジンなど揮発性溶剤は絶対に使用しないで下さい。

●高温、高湿の状態で長時間放置されますと、変形や強度劣化の
恐れがあります。長期保存をされる場合は、上記のお手入れを
実施後、風通しの良い場所で保存されるようにしてください。

●ご自分で分解・修理をされる場合は、部品のエッジ等で手を切
らないようにご注意ください。

●ご使用後、濡れたまま湿度の高い状態の密閉された空間（自動
車のトランク・バスボートのストレージなど）に放置されます
と本体部分が腐食する恐れがあります。よく乾かしてから風通
しの良い場所に保管してください。

●本体の塗装面に傷をつけないようご注意下さい。傷の部分から
腐食する恐れがあります。

■ご案内
逆転可能の状態で正回転方向に回したハンドルを急に止めたとき
に「コツッ」という音がしますが、このタイプのリールの構造上、
必要とする作動音で異常ではありません。



■ハンドルの左右付け替え方法
ハンドルは左右共用ネジ込み式になってい
ます。左右を入れ替える時はローターが回
転しないように手で押さえながら、ハンド
ルを数回逆転方向に回転させるとハンドル
がゆるみ、本体より抜けます。ハンドルと
ハンドルスクリューキャップを左右入れ替
えて、ローターを手で押さえながら正転方
向に回転させて本体にねじ込んでください。

使用前のご注意

このリールに使用したマグネシウム製の部品はシマノ独自の特殊表面処理を施
すことで、海水域での使用も可能となっています。末永くご愛用いただくため
に「使用後のご注意」「水没時の緊急措置」「定期メンテナンス」「リールのお
取扱い上のご注意」の項目をよくご覧下さい。

使用後のご注意

■保管上のご注意
●海でのご使用の後は、「使用後のご注意」「水没時の緊急措置」の方法で塩分を

取り除き、良く乾燥させて保管ください。保管の際は必ず竿から取り外してく
ださい。

●高温多湿で閉ざされた空間（自動車のトランク、ボートのストレージなど）に
放置されますと、特にマグネシウム部品の耐蝕性を維持できなくなる恐れがあ
ります。よく乾かして風通しの良い場所に保管してください。

●マグネシウム製の部品は特殊表面処理の被膜で耐蝕性を保っています。硬い物
とぶつけたり、こすり付けることで傷が付き被膜が破れますと、耐蝕性が維持
できなくなりますので充分にご注意願います。

■リール脚保護シートの使用方法
このリールを装着する竿のリールシートが金属製の場合、
付属のリール脚保護シートを装着していただくことをお
すすめします。リールシートとの干渉による特殊表面処
理層の損傷を和らげ、耐蝕性を維持する効果があります。

シール

■ EVA ハンドルノブの取り扱いについて
EVA 素材は油分を吸い込みますと洗い落とせないため、メンテナンス等でグリス
やオイルを誤って付着しないようご注意ください。

■ハンドルの折りたたみ方法
1. ハンドルを時計回りにゆるめます。
※回しすぎてハンドルが落下しないよう

ご注意ください。

2. 図のように折りたたみます。
3. 反時計回りに締め付けてハンドルを

固定します。

ローターを手で押さえながら
ハンドルを回す

左右を入れ替えて
しめ込む

ゆるむ
（逆転）

しまる
（正転）

ハンドル
スクリュー
キャップ

■レバーブレーキの操作方法
キャスト時やリトリーブ時は不用意なローターの逆転によるトラブルを避けるた
め、『ストッパーモード』にします。シーバスがヒットしたら、『ブレーキモード』
にしてシーバスとのファイトに備えます。
シーバスの挙動に合わせてラインを送り出す量やタイミングを指先のレバー操作
でコントロールすることで、ラインブレイクやフックアウトを回避します。
なお、このリールにはドラグが備わっているので、『ストッパーモード』のままご
使用いただくこともできます。

そこからさらにレバーを引くと
ローターの逆転にブレーキが掛か
るようになります。
レバーを引く量でブレーキ力を調
整し、ラインを送り出す量やタイ
ミングをコントロールします。

●ブレーキモード
レバーを引くと“カチッ”という
クリック感とともに『ブレーキ
モード』になり、ローターが逆転
できる状態になります。

●ストッパーモード
レバーを押し下げると“カチッ”
というクリック感とともに『ス
トッパーモード』になります。
ローターは逆転しませんが、一定
以上の負荷が掛かるとローターが
逆転してストッパーの破損を防止
する『セーフティーストッパー』
が搭載されています。

逆転

正転

逆転

正転

※

※セーフティー
　ストッパー作動

逆転

正転

調整
可能

“カチッ”

“カチッ”

さらにレバーを引く

1. 2.

3.

■糸の止め方
ツメの下側から糸を通して
固定して下さい。

糸止め

■ドラグの調整方法
ドラグは、その強弱を調整することによって急激な
魚の引きに対し、スプールが空転して糸切れを防ぐ
機構です。

1. 実際に使用される竿に本体をセットし、道糸をガ
イドに通してください。

2. ブレーキレバーを引きつけ、しっかりとブレーキのかかった状態で図のように
糸を引き出しながら、ドラグノブの締めつけを調節してください。 
ドラグ力は右に回すと強くなり、左に回すと弱くなります。

3. 通常は糸切れを起こす寸前の力でスプールが空転し、糸が出ていくように調節
してください。また遠投などする時は、必ずドラグをよく締めつけてから投げ
るようにしてください。ドラグが滑って糸で手を傷つけることがあります。

※根がかりを切るときのように完全にロックする必要がある場合には、スプール・ロー
ターを握り込むなどで、直接スプール・ローターの回転を制止する必要があります。

■リールシートスペーサー
竿によってはリールシートに取り付けた時に多少
ガタが出る場合があります。
その場合には付属スペーサーをリールシートと
リール脚部の間にはさみ込んで使用してください。

スペーサー

理想の糸巻き形状

上下にすき間がなく
糸巻き面が水平に近い

平行

〈図1〉

スプールエッジ
スプールリングエッジ

ここまで

■糸巻形状の調整方法
糸巻き形状は、〈図1〉のように糸の巻かれた面が平行
で、上下にすき間のない状態がライントラブルの防止、
放出抵抗の低減に有利です。150mぴったり巻ける表
示の太さの糸でこの状態になるよう設計がされていま
す。それより細い糸を巻く程前よりに、太くなる程後
ろよりに巻き上がる傾向があります。

〈図2〉〈図3〉のように大きく変型して巻き上がる場合
は、次記の手順で調整することをおすすめします。
※〈図1〉のようにほぼ平行に巻き上がる場合、調整は

必要ありません。

要修正

〈図2〉

要修正

〈図3〉

ワッシャ
を抜く

ワッシャ
を追加

すき間 すき間

平行

〈図1〉

●調整方法
ドラグノブをゆるめて、スプールを外してください。
ワッシャの増減により、糸巻き形状を調整することが可能です。

※メーカー出荷時は、スプールワッシャが3枚装着されており、
付属の調整ワッシャは0.5mmが2枚、0.25mmが2枚です。

・理想とする糸巻形状〈図 1〉 
糸巻量表示で 150m ぴったり巻ける太さのラインを巻
いた場合、この状態になるよう設計されています。 
スプールワッシャ 3 枚装着が標準です。

・後ろよりの糸巻き形状を修正・〈図 2〉を〈図 1〉へ 
スプールワッシャ 3 枚からワッシャを抜いてください。

・前よりの糸巻き形状を修正・〈図 3〉を〈図 1〉へ 
スプールワッシャ 3 枚にワッシャを追加してください。

●推奨糸巻量
スプールエッジまで巻かれることをおすすめしま
す。（右図）スプールリングのエッジの位置まで糸
を巻いた場合、または弱いテンションで糸を巻い
た場合は AR-C スプールの性能が得られない場合
がありますのでご注意ください。

ワッシャ

■レバーの取り外し方
夢屋製品に交換される際は、2 本のレバー固定ボルトをゆるめて取り外してくだ
さい。夢屋製品を取り付けた後、2 本のレバー固定ボルトを 14.7 ～ 19.6N•cm、
1.5 ～ 2kg•cm で締め付けてください。

レバー
固定ボルト

■ハンドルノブの取り外し方
夢屋製品に交換される際は下記の手順で取り外してください。

1. ハンドルノブカラーを手で押さえながら、付属のリールレンチを使い、ハンド
ルノブキャップをゆるめて取り外します。

2. ノブ内部のネジをゆるめて外します。

ゆるめる
2.

ゆるめる
1.

ノブカラー
を押さえる

※いずれも販売店様にてご注文ください。
※注油の際は、オイル、グリスが飛び散り周囲を汚すことがあります。 

換気の良い場所で注意して行ってください。

＊単品でご購入される場合

＊リールオイルスプレーとリールグリススプレーの 2 本セット

＊ドラグ部のお手入れには下記専用グリス以外は塗布しないでください。

シマノ純正リールオイルスプレー（SP-013A）
シマノ純正リールグリススプレー（SP-023A）

シマノ純正リールメンテスプレー（SP-003H）

リールドラグ部専用グリス（DG01）

■海での使用後の基本的なメンテナンス
＊オイルインジェクションで簡単・安心
通常、海での使用後は 1. 2. の水洗いと乾燥だけで十分です。およそ 5 回の使用
に 1 回、また次のご使用までに 1 ヶ月以上の期間があく場合は、3. の注油を併
用するとより効果的です。オイルインジェクションの採用で、リール内部へのオ
イル補給も容易です。

1. 水洗い…まず、ドラグ内に水が入らな
いようにドラグを締め込んでください。
次に、シャワー等の真水で水洗いして
ください。リールに付着した塩分、汚
れを洗い流します。〈図 a〉

※温水はグリスを洗い流す可能性があるので
お避けください。また、同様の理由でリー
ル本体を水没させないでください。

※竿にセットした状態で水洗いされましても、
リールシートのフード部とリールの脚に溜
まった海水を洗い流せない事がしばしばあ
ります。

2. 乾燥…しっかりと水を切った後、直射
日光を避け、陰干ししてください。〈図b〉

※直射日光、ドライヤー等は内部のムレを引
き起こします。

※水を切り、乾燥させる際にドラグをゆるめ、
オイルインジェクションのキャップを外し
ておくとより効果的です。〈図 c〉

※外したキャップは無くさないよう注意して
ください。

3. グリス、オイル噴霧…グリス噴霧箇所
とオイル噴霧箇所は〈図 d〉を参照し
ていただき、間違えないように噴霧し
て下さい。グリス、オイル類はシマノ
純正品（別売・下記）をお使い下さい。
そうでない場合の品質の保証はいたし
かねます。ご注意ください。

a

ドライヤー 直射日光

b

c

外したキャップは
無くさないよう
注意してください。

ボルト類

ラインローラー

（スプールを外し、軸の基部）

メインシャフトの摺動部

キャップを外す

図の各箇所に約1秒間
噴霧してください。

…グリス使用部品箇所

…オイル使用部品箇所

e

（両方とも）

アームカム摺動部

オイルインジェクション

d

●オイルインジェクションへの噴霧は…
マイナスドライバーでキャップを外し、グリススプレーを注入
して下さい。〈図 e〉1 回の注入は約 1 秒までの噴射が適当です。

※注入しすぎるとあふれたグリスで衣服等を汚すおそれがあります。
※グリススプレーの注入が終わりましたらオイルインジェクション

のキャップは必ず装着して下さい。

■ゼロフケテンションレバーの操作方法
ゼロフケテンションレバーをONにすることにより、逆
転時のフリーに微妙なテンションをかけることができま
す。（テンションはハンドルの重さで逆転しない程度の
ものです。）ストッパーフリー時点で糸フケが出てトラ
ブルが出る場合、風が強く糸フケが出やすい時、また手
元が暗くて見にくい時、レバーをONにして使用して頂
くとトラブルを減少することができます。尚、逆転時の
フリー回転を重視する場合にはOFFでご使用ください。

※注意　ゼロフケテンションレバーをＯＮの状態にしますと、逆転時に多少ブレー
キをかけるために小さな音がする事がありますが、これは正常な状態です。

ON

OFF

■スプールの着脱方法
●取り外し方
人差し指でプッシュボタンを押しながら、
スプールを引いて下さい。
●取り付け方
スプールをゆっくり回しながら、カチッ
と音がするまで押し込みます。確実に装
着できたか、一度引っ張ってはずれない
か確認してください。

※ワンタッチスプール取り外しでのご注意
ドラグノブをゆるめておりますと、プッシュボタンを押してのワンタッチ取り外
しがしにくいことがあります。その場合はドラグノブを締め、スプールを本体側
に押し付けながらプッシュボタンを押すことで外しやすくなります。
※替えスプールについて
替えスプールはサービスパーツで取り扱っています。お買い上げの販売店にご注
文ください。

取り外し 取り付け

■下巻き目安ラインの利用方法
スプールには下巻きに便利な下巻き目安ラインを全糸巻量の 1/3 毎に付けました。
使用する糸が少なくて下巻きする必要がある場合、一つの目安として参考にして
下さい。

〔例〕C3000にPE1号（AR-C）を150m巻く場合。
PE1号の全糸巻量は400mです。全糸巻量400mを3

（区画）で割ると、約133mです。
3区画分で合計400m、1区画分で約133mのPE1
号を巻くことができます。つまり、2区画分である外
側の目安ラインまで下巻きすると、残り、PE1号が約
133m巻ける計算になります。
巻こうとする150mより17m少なく巻ける訳ですの
で、下巻きは外側の目安ラインより若干少なめにして
やれば良い事になります。
※下巻きにナイロンラインを使われる時のご注意

「仕様」の糸巻量よりも細いナイロンラインを使用する
と、スプールが変形することがあります。

下巻き
目安ライン

1/3毎

■糸止めシールの使用方法
このリールにはPEライン用に糸止めシールが入っています。
ラインの巻き始めに下記のようにお使いください。このシー
ルを使用することでライン巻き始めのライン滑りがなくなり、
PEラインをスプールに確実に巻くことができます。

1. PE ラインのチチワをスプールに締め込みます。
2. この締め込んだラインの結び目の上にシールをピッタリ

と確実に貼ります。（指などで強く押してください。）
3. シールが確実に貼られていることを確認してラインを巻

き込みます。（最初は少しゆっくりと巻くようにします。）
4. PE ラインは滑りやすく、伸びがないのでナイロンライン

などよりも強いテンションをかけてきっちりと巻くこと
が必要です。

1.

2.

3.

水没時の緊急措置

万が一、リールが海水に水没してしまいリール内部に海水が浸入した場合は、お
買い上げの販売店を通じて弊社アフターサービスへオーバーホールの依頼をして
ください。また、水洗い等で真水が浸入した際には下記の手順で水を抜くように
してください。

図のようにオイルインジェクションのキャップを外
し、その部分が下になるようにして水を抜き、十分
に乾燥させた後、シマノ純正リールグリススプレー

（リールメンテナンスグリススプレー SP-023A）を
注入して下さい。

※注意　取付ネジは締付け過ぎないように注意し
て 下 さ い。（ 締 付 ト ル ク 9.8 ～ 19.6N•cm、1 ～
2kg•cm が適当です。）


